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１．真実かどうか

２．みんなに公平か

３．好意と友情を深めるか

４．みんなのためになるか

どうか

津 上 賢 治

土 井 通 誉

中 村 勇 治

2021～2022年度国際ロータリーのテーマ

SARVE  TO  CHANGE  LIVES

令和３年１０月１日（№．11） No．2322

■本日の例会プログラム

●国歌斉唱（君が代）

●ロータリーソング（2700のマーチ）

●会長の時間 ゲスト･ビジター紹介

●会務報告

●各委員会報告

●卓話

「米山記念奨学事業の現在」

国際ロータリー第2700地区
米山記念奨学委員会
委員長 島 信英様

■次回卓話（１０月８日）予定

「人生の転換期。すぐ近くに迫る病。」

ふじ養生クリニック福岡

院長 藤本勝洋様

■前回例会の記録（９月１７日）
（９月３０日現在）マイロータリー登録率 71.83%

◇出席報告 出席委員長

皆様こんにちは、本日のゲストを紹介させて頂きます。
NPO法人国際支援機構スマイリーフラワーズ、代表理事の
窪田広信様です。

先週の貫ガバナー公式訪問例会には、４２名の多数の参加を
頂きありがとうございました。

緊急事態宣言も９月末には解除される見込みなので、再来週
の例会は実例会に戻れると予定しています。
今日まではオンラインで例会を実施する事とします。
先週からオンライン上でのニコニコボックスを設置しています。

ニコニコへのメッセージと金額を記入して送り、後で実例会の
時に清算する仕組みです。

これは９月の例会で、濱野理事からの提案で、門岡理事がさ
れたものです。

１４人の方から１万６千円寄付が集まり、順調に立ち上がった
なと思います。会員の方のご協力を宜しくお願い致します。

オリパラから変わりまして、中秋の名月とは、旧暦の８月１５日
となりますが、来週の９月２１日の火曜日です。私４０年前に勤
務していた香港では、みんなで大きなテーブルを囲みながら月
餅を食べながら賑やかに中秋をお祝いしていました。

中国の昔の都である長安に１９８５年に出張で、９月２９日たま
たま中秋の日に宿泊した事が有ります。

ホテルのベランダから澄んだ青空に満月があがり、１３００年前
に長安に居た阿倍仲麻呂も、この様な月を見ながら故郷の事
を思ったのだろうなと、非常に感傷的な気持ちに成ったのを今
でも記憶しています。

２１日の火曜日、台風が行き過ぎますので天気が良くて立派な
満月をみんなで楽しむ事が出来るようにお祈りしています。
私の話は以上です。

皆さま、こんにちは来週の９月２４日（金）の例会は定款第７条
第１節により休会となっております。

１０月１日（金）の例会は実例会を予定していますので、よろしく
お願い致します。例会終了後、理事会を予定していますので理
事の方は宜しくお願いします。以上です。

「地域社会の経済発展月間」
「米山月間」

ロータリー学友参加推進週間（10月7日を含む1週間）

１日（金） 定例理事会：例会終了後
８日（金） 誕生祝
９日（土） 地区「ロータリー奉仕デー」セミナー

宗像国際環境会議」分科会
１５日（金）「休会」定款第7条第1節（C）により

●赤とんぼ / 山田耕筰

●少年時代 / 井上陽水

●タイースの瞑想曲 /

マスネー
●恋心 / マシアス

幹事報告

会長報告

当 日 ９月１７日 前々回 ９月３日

会員総数 ７１名

免除会員数（１１名中） １名

出席会員数 ３４名

ゲ ス ト １名

ビ ジ タ ー ０名

合 計 ３６名

出 席 率 ５７．４％

会員総数 ７１名

免除会員数(１１名中） １名

出席会員数 ３７名

メークアップ ２３名

欠席会員数 ０名

合 計 ６１名

修正出席率 １００％

mailto:ftonanrc@fukuoka-serc.org


『合言葉：ＷＡＴＣＨ ＷＯＲＤ』 “ずっと先まで、お役に立ちたい！”

『目標：ＴＡＲGET』 “奉仕活動のトップランナーになります！”

ＩＴ・ 会報・広報委員会 委員長 末秋 聡 ： 副委員長田中浩： 委員 ：原田実樹宜・川崎勝彦・田代幸英・小林 宰

卓 話

NPO法人国際教育支援機構 スマイリーフラワーズ 代表理事の窪田広信と申します。この様な貴重な
お時間にお招き頂き、有難うございます。１９７７年生まれで、妻と７歳の子供がおります。
生まれて直ぐに両親が離婚し、母子家庭で男４人の末っ子として幼年期を過ごしました。
非常に貧しかった記憶が有ります。その中でも母親が愛情を持って育ててくれたお陰で、あまり嫌な思い
出も無く、いわゆる明るい貧乏だったと思います。
高卒で社会に出まして、２４歳の時に自分の人生の転機となる海外に出ると云う機会を頂きました。
ワーキングホリデーと云うシステムで海外で１年間、働きながら生活をする機会を頂きました。
帰国後に、こう言った留学を多くの人に薦めたいという事で、そうゆう留学を支援する会社に就職しました。
そこで8年程経験を積まして頂いて、独立を致しまして共同で株式会社を立ち上げました。
色々とあって２年後に1人でNPO法人としてスタートし現在に至りました。
どういった事業かと言いますと、２つの事業形態で始めました。
まず一つ目は、一般市民を対象にした海外留学の支援になります。学生さんや一般社会人の方を、オース
トラリア、カナダ、アメリカ、そういった所に語学留学を有償で支援するサポートをしています。
二つ目は、その収益とネットワークを利用して児童支援施設等で暮らす子供達に支援して参りました。
設立して１０年目になり、私が経験した海外留学を子供達にも経験させたいと思い、取り組み事業は５か国
に１１名の支援をして参りました。２つ目が施設から大学や専門学校に進学したいと云う子達を支える奨学
金の事業になります。４年間で２７００名の支援者の方から５０００万円支援を頂き、奨学生として２４名を大学
等に送り出す事が出来ました。
三つ目がワンステップセミナーと云うシステムです。
厚生労働省が子供の人口問題で、支援を充実させたシステムで、施設の高校３年生を対象に自立に向けた
実地研修を毎年行っています。毎年20数名の子供たちが参加してくれています。
私が何よりも、皆様にお伝えしたいのは、１０年以上も私を魅了しているのは子供たちの成長、これが楽しくて
嬉しくて、支援させて頂いてます。素晴らしい子供達で有りますが、厳しい現実が有ります。
福岡県内は２０施設が有り、９００から１０００人程度の子供達が暮らしています。
１８歳で自立しなければならない。
一番の課題は退所後から社会定着まで困難さが有ります。その３要因が有り、先ずは社会的知見の乏しさ、
１８歳で社会に出て、低年齢、低学歴、就労経験の乏しさや知識が乏しいまま生きて行く為に働くために就職
しているケースが多い。非正規雇用されている子供達が多い。
私が感じる一般の家庭の子供達との違いはスタートの困難な事です。
会社を辞める時に、一般の子供達は、一旦は自宅に帰って、相談相手もいるが、施設の子供達は、自宅が
無くて寮に入るケースが多いので、帰る家が無い、身近な相談者が居ない、再就職の知識も無い、保証人も
希薄で、一度、離職すると再就職のハードルが高くなる。
児童養護施設から社会に巣立つ若者を雇用と就労によって育てる民間企業のネットワークの構築が目的に
なります。
里親企業が学生の夏休み等を有給で勉強するシステムを定期的に実施する。
里親企業として、参加して頂ける企業様が有りましたら、子供たちを、一緒に育てて行きたいと思っております。
貴重な時間を頂き、ありがとうございました。

親が居ない、もしくは親が養育を放棄した子供達が日本には多くいます。最大の問題は、その子達が
児童養護施設に入り施設を出た後に、また、施設に帰ってくるケースが多い現実が有ります。
その現実と戦っているのが、今からお話を頂く窪田さんです。
じっくりとお話を聞いて頂けたらと思います。

（プログラム委員長 木下委員）

「親を頼れない子ども / 若者の未来を就労で支える事業への挑戦」

NPO法人国際教育支援機構
スマイリーフラワーズ
代表理事 窪田広信様



『合言葉：ＷＡＴＣＨ ＷＯＲＤ』 “ずっと先まで、お役に立ちたい！”

『目標：ＴＡＲGET』 “奉仕活動のトップランナーになります！”

ＩＴ・ 会報・広報委員会 委員長 末秋 聡 ： 副委員長田中浩： 委員 ：原田実樹宜・川崎勝彦・田代幸英・小林 宰

＜例会運営委員会＞
【スマイル箱】

（※チャットによるスマイル箱）

濱野良彦君 台風の襲来の日にはWEB例会が有難いです。

中村勇治君 末秋さん、グループlineで入れてくれた背景
早速使ってみました有難うございます。
９月の例会も本日が最終です。
１０月から実例会開催予定ですので、皆さん
よろしくお願い致します。

ゴルフ会

令和3年9月11日（土曜日）2021年度第1回ゴルフ例会並びに長谷川会長杯取切戦を、
北山カントリークラブにて9名の参加で開催致しました。
当日は秋の気配も感じる絶好のゴルフ日和に恵まれ、和気藹々の中にも全参加者が
「我こそが優勝するぞ」という気迫あふれるプレーが繰り広げられました。
その結果、浅野秀樹会員がNet７２．６の好スコアーで優勝を、そして長谷川会長杯も
見事に勝ち取られました。
コロナ禍の中での開催で、密を避けながらのプレーや短時間での表彰式ではありましたが
大変盛り上がった会となりました。
ご参会いただいた会員のみな様、有難うございます。

ゴルフ例会幹事 北川

合 計 ３，０００円

スマイル箱目標額 １，３００，０００円

累 計 １５４，０００円 達成率 １１．８％


